
 

 

 

 

 

 

 

 

日ごとに秋も深まり、過ごしやすくなってきましたが、皆さんはいかがお過ごしでしょうか？ 

クリーンパートナーは、制度開始から 19年目を迎え、令和 2 年 9 月末現在で、585 団体・22,493 人の皆

さんが登録されています。今年はコロナの影響で、いつものように活動できない方もいらっしゃると思います。

無理はせずに、自分に合ったペースで活動してください。活動される際は、十分な感染対策をお願いします。 
 

＝＝＝ 活動インタビュー ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＝＝＝ 令和元年度 活動報告 ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

皆さんにご提出いただいた令和元年度の活動報告結果は、次のとおりです。 

【活  動  人  数】 のべ 56,446 人 

【ご み 収 集 量】 燃やせるごみ  10,956袋    燃やせないごみ     4,391 袋 

みなさんが拾ったごみの総量は 一般的なごみ収集車約 8 台分 になります。 

   

 

 

 

くるめクリーンパートナー 

ニュースレター 第 39 号 

令和 2 年 10 月 

ごみ拾いを始めたきっかけは？ 

  孫たちが帰省したときに、きれいな筑後川を見せてあげたいという思

いから活動を始めました。子どもたちが遊べる久留米市の公園や自然環

境がきれいであって欲しいと思っています。 

どんなごみが多いですか？ 

河川敷には、弁当のからやペットボトルが多いです。バーベキューや花火の

あとのごみが、そのまま放置されていることも。大雨の後には、たくさんのご

みが流れ着いています。 
 
 

大切にしていることは？ 

 ４年前に定年退職して、生きがいがあったほうが、毎日が楽しくなると思い、

いろんなボランティア活動をしています。中でも、献血は 400回以上続けて

います。続けるために、無理せず「やれるしこ」を大切にしています。 

また、退職前は時間に余裕がなく、周りの風景をゆっくり見ることができて

いなかったのですが、ごみ拾いの活動を通じて、筑後川にやってくる渡り鳥や

堤防に咲く花を見て、季節の変化を感じることができています。今後も、楽し

みながら活動を続けていこうと思います。 

 

いつも感謝しているっぱ 

足腰を曲げて 

運動にもなります！ 

筑後川の河川敷を毎日サイクリングしながら、ごみ拾いをしている 

  渡辺紳一郎さん（令和 2 年 3 月登録）を取材しました！ 

 



＝＝＝ 『海洋ごみ』って何だろう？ ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

ウミガメが口にしているのは、筑後川から有明海へ

流れついたごみかもしれません。久留米市には海があ

りませんが、市内を流れる川は海へとつながっている

ため、「海洋ごみ」は決して他人事ではありません。 

 

海洋ごみが増えるとどうなるのかな？ 

福岡県の海岸に漂着するごみの数は、ペットボトル

やポリ袋などのプラスチックごみや発泡スチロール

が約 9割を占めています。2050年には、「海へ流れ

着くプラスチックごみの量は、海にいる魚の量を上回

る」と言われています。 

 

 

 

 

 

プラスチックごみの多くは、例えば海岸での波や紫

外線等の影響を受けるなどして、やがて小さなプラス

チックの粒子となり、海中や海底に存在し続けます。

プラスチックは、人間が作り出したもので、自然にか

えることは決してありません。 

5mm 以下になったプラスチックは、マイクロプラ

スチックと呼ばれ、食物連鎖を通じて多くの生物に取

り込まれています。すでに、わたしたちが普段食べて

いる魚の中にもマイクロプラスチックが取り込まれ

ているかもしれません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たちに何ができるのかな？ 

基本は３R です。 

リデュース（Reduce）＝出すごみの総量を減らすこと 

リユース（Reuse）＝再利用すること 

リサイクル（Recycle）＝再生産に回すこと 

これを徹底することが、海に流れ着くごみを減らす

ことにつながります。 
 
 

  

 

 

 

 

 

 
 
 

ごみをゼロにすることはできませんが、ポイ捨てご

みをゼロにすることはできます。身近な地域の清掃活

動をしていただいている「くるめクリーンパートナー」

のみなさんの活動は大変重要です。 

ごみを拾い、地域をきれいにすることで、ごみを捨

てない、持ち込まないことへの抑止力になります。 
 

 

『好きなとき・好きなところを・好きなだけ』 

これを合言葉に、みんなでもっときれいな久留米市

を目指しましょう！  

 ウミガメがポリ袋やプラスチックのストローなどのごみ

を食べてしまっている…最近、こんなイラストや写真を目

にする機会が増えましたよね。 

 「海洋ごみ」とは、海へ流れ着くすべてのごみのことで

す。その中には、みなさんの暮らしの中で発生する生活ご

みも含まれます。海岸に漂着するごみのほかに、海を漂っ

ているごみや海底に沈んで見えないごみもあります。 

お問い合わせ先  久留米市 環境部 環境政策課 〒830-0042 久留米市荘島町３７５番地 

              TEL：0942-30-9146  FAX：0942‐30‐9715 e-mail：kansei@city.kurume.fukuoka.jp 
 

            久留米市田主丸総合支所環境建設課   TEL：0943-72-2156  FAX：0943-72-3819 

北野総合支所環境建設課    TEL：0942-78-3696  FAX：0942-78-6482 

城島総合支所環境建設課    TEL：0942-62-2116  FAX：0942-62-3732 

三潴総合支所環境建設課    TEL：0942-64-2672  FAX：0942-65-0957 
 

発行 久留米市 環境部 環境政策課 

 

令和 2 年 6 月 

豪雨後の筑後川河川敷 
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